
午
前
９
時
、
導
流
堤
に
可
搬

動
力
ポ
ン
プ
を
運
び
、
片
岡
部

長
の
手
旗
信
号
＝
写
真
下
＝
で

エ
ン
ジ
ン
を
始
動
。
ホ
ー
ス
３

本
を
つ
な
い
で
小
田
川
を
水
源

に
土
手
か
ら
の
放
水
訓
練
を
開

始
し
た
。

そ
の
後
、
一
旦
放
水
を
止
め

て
ホ
ー
ス
を
延
長
。
再
び
放
水

を
行
い
機
械
器
具
や
ホ
ー
ス
の

状
態
な
ど
を
点
検
し
た
。

異
常
個
所
が
無
か
っ
た
こ
と

か
ら
撤
収
し
て
機
庫
へ
戻
り
、

集
合
写
真
を
撮
っ
て
年
初
の
試

運
転
を
終
え
た
。

今
年
の
井
原
市
消
防
出
初
式

は
１
月
15
日
に
挙
行
さ
れ
た
も

の
の
、
井
原
分
団
の
出
初
式
及

び
放
水
訓
練
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
。

１
月
12
日
午
後
６
時
20
分
ご

ろ
、
井
原
町
夏
目
で
住
宅
火
災

が
発
生
。
第
３
部
は
緊
急
出
動

し
て
消
火
に
あ
た
っ
た
が
、
民

家
２
棟
が
全
半
焼
し
た
。
そ
の

後
、
裏
山
に
燃
え
移
っ
た
火
は

延
焼
が
拡
大
。
消
火
活
動
は
翌

朝
に
再
開
さ
れ
、
消
防
ヘ
リ
の

空
中
消
火
効
果
も
あ
っ
て
13
日

午
後
４
時
半
ご
ろ
鎮
火
し
た
。

歴
史
的
町
並
み
が
現
存
す
る

井
原
町
商
店
街
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
に
向

け
て
昨
年
12
月
17
日
、
備
中
町

並
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原
で
ゼ
ミ
井
原

大
会
２
０
２
２
を
開
い
た
。

基
調
講
演
で
講
師
の
江
面
嗣

人
氏
（
岡
山
理
科
大
学
教
授
・

建
築
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

長
・
元
文
化
庁
文
化
財
調
査

官
）
は
「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
と
文
化
財
（
何
の
た
め
の

町
並
み
保
存
か
）
」
と
題
し
て

持
論
を
展
開
。

２
０
２
１
年
９
月
～
11
月
に

調
査
実
行
委
員
会
（
井
原
市
・

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会
な

ど
）
が
実
施
し
た
建
物
調
査
の

結
果
、
井
原
地
区
の
う
ち
向

町
、
新
町
、
本
町
、
中
町
、
下

町
の
商
店
街
に
は
多
く
の
歴
史

的
建
造
物
が
現
存
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
先
人
が
残
し
た
貴
重

な
〝
形
見
〟
で
あ
る
と
の
考
え

を
強
調
し
た
。

過
去
・
現
在
・
未
来
の
歴
史

認
識
共
有
の
具
現
化
へ
向
け

て
、
井
原
町
は
動
き
始
め
る
の

か
注
目
を
集
め
て
い
る
。
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☆新入団員募集中 町
並
み
保
存
へ
動
き

片
岡
憲
一
部
長
が
指
揮

２月は脳チェック

井
原
分
団
第
３
部
（
片
岡
憲
一

部
長
）
が
１
月
８
日
、
井
原
大
橋

北
側
の
土
手
で
１
月
定
例
試
運
転

を
実
施
し
た
。

サ ロ ン あ す は

２月のサロンは“いきいきいばら出前

講座”を利用して『脳の元気力チェック』

を計画しています。タブレット（小型パ

ソコン）を使用し、質問に答えることで

もの忘れの傾向を知ることができます。

もの忘れが気になる人も、脳の元気力に

ご興味がある人にもオススメです。

記

【日 時】2月24日(金)10：30～11：45

【場 所】つどえ～る

【内 容】地域包括支援センターの指導及

び協力を得て質問に答え、個々

の傾向などを聞く

【会 費】無 料

井原分団第３部

井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
つ
ど

え
～
る
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
平
成

17
年
４
月
１
日
。
同
13
年
12
月
に
経
営

破
綻
し
て
整
理
回
収
機
構
の
管
理
下
に

あ
っ
た
岡
山
県
信
用
組
合
井
原
支
店
の

土
地
建
物
を
市
が
買
い
取
っ
て
改
修
工

事
を
行
い
、
市
民
活
動
の
推
進
拠
点
と

し
て
よ
み
が
え
ら
せ
た
も
の
。

こ
の
施
設
の
２
階
１
室
と
倉
庫
１
室

を
市
か
ら
賃
借
し
て
同
月
23
日
、
開
設

し
た
の
が
倉
掛
公
民
館
。
倉
掛
と
夏
目

は
長
年
、
第
３
部
消
防
機
庫
２
階
を
集

会
所
と
し
て
利
用
し
て
い
た
が
、
夏
目

公
民
館
が
平
成
５
年
４
月
に
出
来
た
た

め
、
倉
掛
は
市
内
で
唯
一
公
民
館
（
集

会
所
）
の
無
い
自
治
会
と
な
っ
た
。

平
成
15
年
９
月
に
は
、
地
元
有
志
が

〝
サ
ロ
ン
あ
す
は
〟
を
発
足
さ
せ
る

も
、
適
当
な
開
催
場
所
が
な
く
、
郷
社

の
拝
殿
で
健
康
講
座
な
ど
を
行
う
こ
と

も
た
び
た
び
。

井
原
市
は
平
成
20
年
か
ら
つ
ど
え
～

る
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
。
以

来
、
指
定
を
受
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原
の
関
係

者
は
「
地
元
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き

ご
支
援
を
賜
り
た
い
」
と
協
力
を
求
め

て
い
る
。

夏

目
で

民

家

と

山
林

焼

く

第

３

部

団

員

名

簿
井
原
町

商
店
街

伝統的建造物

第
３
部
消
防
機
庫
前
＝
１
月
８
日



郷
社
足
次
山
神
社
で
１
月
28

日
～
29
日
、
厄
除
け
及
び
歳
祝

い
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

29
日
の
日
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
３
時
に
は
笹
賀
町
の
家
族

連
れ
な
ど
数
組
が
無
病
息
災
祈

願
に
訪
れ
、
山
室
晶
史
宮
司
の

お
祓
い
を
受
け
、
お
守
り
の
木

札
な
ど
を
授
か
っ
た
。
（
写
真

は
１
月
29
日
撮
影
）

郷
社
足
次
山
神
社
で
令
和
５

年
元
旦
、
新
年
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
た
。

境
内
で
は
大
晦
日
の
午
前
８

時
30

分
か
ら
斎
灯
に
火
が
入

り
、
総
代
が
総
出
で
一
昨
年
に

伐
採
し
た
神
苑
の
枝
木
を
燃
や

し
続
け
深
夜
に
備
え
た
。

一
番
に
参
詣
し
た
倉
掛
自
治

連
合
会
役
員
ら
11
人
は
、
元
旦

午
前
零
時
か
ら
山
室
晶
史
宮
司

の
お
祓
い
を
う
け
、
社
会
の
平

穏
と
住
民
の
家
内
安
全
を
祈

り
、
地
域
を
代
表
し
て
大
き
な

木
札
を
受
け
取
っ
た
。

神
社
総
代
ら
は
「
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
移

動
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
参
詣
人
は
多
め

で
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

一
般
の
初
詣
祈
願
受
付
は
１

日
～
３
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
行
わ
れ
、
４
日
は

例
年
ど
お
り
地
元
金
融
機
関
の

関
係
者
ら
が
訪
れ
た
。

毎
月
第
一
日
曜
日
午
前
８
時

か
ら
行
わ
れ
る
郷
社
足
次
山
神

社
の
清
掃
に
訪
れ
る
の
は
通

常
、
倉
夏
の
氏
子
・
総
代
会
・

敬
神
会
の
男
女
15
人
程
度
。

し
か
し
、
１
４
６
０
坪
の
神

苑
は
巨
木
が
多
く
、
季
節
に
よ

っ
て
は
大
量
の
落
ち
葉
の
処
理

に
ひ
と
苦
労
す
る
こ
と
も
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
役
員

の
輪
番
制
導
入
と
と
も
に
、
近

い
将
来
、
毎
月
の
清
掃
作
業
に

参
加
し
て
も
ら
う
か
、
清
掃
費

分
担
金
を
拠
出
し
て
も
ら
う
か

の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
」
と
す
る
声
が
増

え
て
い
る
。

宗
教
法
人
「
足
次
山
神
社
」

規
則
に
よ
る
と
役
員
任
期
は
４

年
。
再
任
は
妨
げ
な
い
と
し
て

い
る
が
、
年
齢
な
ど
諸
事
情
で

の
退
任
は
当
然
あ
り
得
る
。
欠

員
が
出
た
場
合
、
次
期
役
員
探

し
は
難
し
い
。
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◆ 行 事 予 定 ◆

※つどえ～るカフェはコロナ禍

のため休止中です

※つどえ～る金曜朝市はコロナ

禍のため休止中です

■井原を代表する文化施設が平櫛田中美術館と名

称を改め４月１８日（火）にリニューアルオー

プン。午後１時から一般公開される。

■つどえ～るで２月２６日（日）、午後１時３０

分より「役立つ介護教室」が開かれる。受講料

は無料で申込締切は２１日。電話での申込も可。

電話６２－９０９０（但し先着２５人）

倉 掛 ほ っ と 情 報

厄

除

け

＆

歳

祝

い

人
手
不
足
対
策
は
？

郷 社 で 新 年 祈 願 祭

平穏な地域を…

役
員
輪
番
制
と

清
掃
費
分
担
金

郷社足次山神社

足
次
山
神
社
特
集

金

融

機

関

は

毎
年
４
日
参
詣

厄除けも七五三も事前申し込みは不要で当日受け付け可＝１月２９日・足次山神社

午
前
零
時
を
回
る
と
参
詣
人
も
増
加

郷 社
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